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東

京

都

中

小

企

業

団

体

中

央
会(

會
津
健
会
長)

で
は
、
東

京
都
に
お
け
る
中
小
企
業
の
労

働
事
情
を
的
確
に
把
握
す
る
た

め
、
昭
和
三
十
九
年
度
よ
り
「
中

小
企
業
労
働 

事
情
実
態
調
査
」

を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
度
は
昨
年
に
続
き
、
従
業

員
の
雇
用
形
態
別
構
成
、
経
営

状
況
、
賃
金
改 

定
等
に
つ
い
て

調
査
す
る
と
と
も
に
、
新
規
調

査
項
目
と
し
て
「
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
の
雇
用
」
を
取
り
上
げ
て

い
ま
す
。 

今

回

の

そ

の

調

査

結

果

か

ら
「
経
営
に
関
す
る
事
項
」「
ハ

ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
雇
用
」「
販
売

価
格
へ
の
転
嫁
状
況
」「
賃
金
改

定
の
実
施
状
況
」
に
つ
い
て
取

り
上
げ
て
み
ま
し
た
。 

今

回

の

回

答

事

業

所

の

従

業
員
総
数
は
全
体
で
一
万
五
千

九
百
九
十
一
人
で
あ
り
、
男
性 

一
万
千
四
百
二 

人
（
七
一
・

三
％
）
、
女
性 

四
千
五
百
八
十

九 

人 
(

二
十
八
・
七
％ 

) 

で
、 

一
事
業
所
当
た
り
の
平
均
従
業

員
数
は 

三
五
・
二 

人
と
な
っ

た
。 

■
経
営
に
関
す
る
事
項 

 

⑴
現
在
の
経
営
状
況 

 

令

和

５

年

７

月

１

日

現

在

の
経
営
状
況
の
前
年
同
期
比
に

つ
い
て
東
京
都
で
み
る
と
、「
変

わ
ら
な
い
」
が 

四
七
・
一
％
、

「
悪
い
」
が 

三
一
・
三
％
、「
良

い
」
が 
二
一
・
六
％
の
順
と
な

っ
た
。
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、

「
変
わ
ら
な
い
」
は 

三
・
四 

ポ

イ
ン
ト
増
、
「
悪
い
」
は 

七
・

九 

ポ
イ
ン
ト
減
、
「
良
い
」
は 

四
・
五 

ポ
イ
ン
ト
増
と
な
っ
た
。

令
和
３
年
以
降
、「
良
い
」
が
増

加
し
て
い
る
。 

⑵
経
営
上
の
障
害 

 

経
営
上
の
障
害
（
三
項
目
以

内
の
複
数
回
答
）
に
つ
い
て
製

造
業
で
は
、「
光
熱
費
・
原
材
料
・

仕
入
品
の
高
騰
」
が
六
四
・
二
％
、

次
い
で
「
販
売
不
振
・
受
注
の

減
少
」
が 

三
八
・
九
％
、
「
人

材
不
足
（
質
の
不
足
）
」
が 

三

五
・
四
％
の
順
と
な
っ
た
。 

非

製
造
業
で
は
、
「
労
働
力
不
足

（
量
の
不
足
）
」
が 

五
三
・
八
％
、

次
い
で
「
人
材
不
足
（
質
の
不

足
）
」
が 

五
二
・
三
％
、「
人 

件

費
の
増
大
」
が 

三
八
・
一
％
の

順
と
な
っ
た
。 

■

パ

ー

ト

タ

イ

マ
ー

の
雇

用

（
新
規
） 

 

⑴

パ

ー

ト

タ

イ

マ

ー

を

採

用
し
た
理
由 

 

パ

ー

ト

タ

イ

マ

ー

を

採

用

し
た
理
由
に
つ
い
て
、
製
造
業

で
は
「
人
件
費
が
割
安
な
た
め
」

が 

三
五
・
二
％
、
「
人
手
が
集

め
や
す
い
た
め
」
が
三
二
・
四
％
、

「
定
年
退
職
者
を
再
雇
用
す
る

た
め
」
が
二
七
・
六
％
で
あ
っ

た
。
非
製
造
業
で
は
、「
正
規
従

業
員
の
確
保
が
困
難
な
た
め
」

が 

三
三
・
三
％
、
「
人
件
費
が

割
安
な
た
め
」
が 

二
九
・
二
％
、

「
人
手 

が
集
め
や
す
い
た
め
」

が
二
六
・
〇
％
で
あ
っ
た
。 

 

⑵

正

規

従

業

員

と

パ

ー

ト

タ
イ
マ
ー
の
職
務 

 
正

規

従

業

員

と

職

務

が

同

じ
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
が
い
る
割

合
は
、
製
造
業
で
は 

三
四
・.

五
％
、
非
製
造
業
で
は 

三
五
・

四
％
で
あ
っ
た
。 

 

⑶

正

規

従

業

員

と

の

平

均

賃
金
の
差 

 

正

規

従

業

員

と

比

較

し

た

場
合
の
一
時
間
当
た
り
の
平
均

賃
金
の
差
に
つ
い
て
は
、
製
造

業
で
は
、「
正
規
従
業
員
の
八
割 

以
上
」
が
三
四
・
七
％
、「
正
規

従
業
員
の
六
割
以
上
～
八
割
未

満
」
が
三
二.

七
％
、「
正
規
従
業

員
と
同
じ
」
が
一
四
・
三
％
の

順
で
あ
っ
た
。 

 

非
製
造
業
で
は
「
正
規
従
業

員
と
同
じ
」
が
四
四
・
一
％
、

「
正
規
従
業
員
の
六
割
以
上
～

八
割
未
満
」
が
二
六
・
五
％
、

「
正
規
従 

業
員
の
八
割
以
上
」

が 

一
四
・
七
％
の
順
で
あ
っ
た
。  

 
 

⑷

待

遇

改

善

の

た

め

に

実

施
し
て
い
る
方
策 

 

パ

ー

ト

タ

イ

マ

ー

の

待

遇

改
善
方
策
に
つ
い
て
、
製
造
業

で
は
「
賞
与
の
支
給
」
が 

四
八
・.

三
％
、「
定
期
昇
給
の
実
施
」
が 

四
三
・
四
％
、
「
手
当
の
支
給
」

が 

二
五
・
五
％
の
順
で
あ
っ
た
。 

 

非
製
造
業
で
は
「
賞
与
の
支

給
」
が 

三
七
・
五
％
、
「
定
期

昇
給
の
実
施
」
が 

二
八
・
一
％
、

「
手
当
の
支
給
」
が 

二
七
・

一
％
の
順
で
あ
っ
た
。 
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⑸

パ

ー

ト

タ

イ

マ

ー

の

就

業
調
整
の
状
況 

 
パ

ー

ト

タ

イ

マ

ー

に

つ

き

就
業
調
整
を
し
て
い
る
事
業
所

の
割
合
は
製
造
業
で
は 

三
二
・.

九
％
、
非
製
造
業
で
は 

二
八
・

一
％
、 

就
業
調
整
を
し
て
い
な

い
事
業
所
の
割
合
は
製
造
業
で

は 

五
九
・
六
％
、
非
製
造
業
で

は 

六
二
・
五
％ 

で
あ
っ
た
。 

就
業
調
整
を
し
て
い
な
い
事
業

所
が
い
ず
れ
の
業
種
も
６
割
前

後
で
あ
り
、
か
つ
製
造
業
と
非

製
造
業
の
間
に
大
き
な
差 

は

見
ら
れ
な
か
っ
た
。 

■
販
売
価
格
へ
の
転
嫁
状
況 

 

⑴
販
売
・
受
注
価
格
へ
の
転

嫁
状
況 

 

原
材
料
、
人
件
費
等
の
増
加

に
よ
る
販
売
・
受
注
価
格
へ
の

転
嫁
状
況
に
つ
い
て
、
令
和
五

年

は

令

和

四

年

と

比

較

し

て 

い
ず
れ
も
価
格
転
嫁
が
進
ん
で

お
り
、
東
京
都
で
は
半
数
近
く

が
価
格
転
嫁
を
実
現
し
て
い
る
。 

⑵

販

売

価

格

へ

の

転

嫁

の

内
容 

 

原
材
料
、
人
件
費
、
利
益
を

含
め
た
販
売
価
格
へ
の
転
嫁
の

内
容
に
つ
い
て
、
製
造
業
で
は
、

「
原
材
料
分
の
転
嫁
を
行
っ
た

（
行
う
予
定
）
」
が 

八
六
・.

三
％
、
次
い
で
「
利
益
確
保
分

の
転
嫁
を
行
っ
た
（
行
う
予
定
）
」

が 

二
八
・
三
％
、
「
人
件
費
引

上
げ 

分
の
転
嫁
を
行
っ
た
（
行

う
予
定
）
」
が 

二
六
・.

九
％
の

順
で
あ
っ
た
。 

非
製
造
業
で
は
、

「
人
件
費
引
上
げ
分
の
転
嫁
を

行
っ
た
（
行
う
予
定
）
」
が 

五

四
・
一
％
、
次
い
で
「
原
材
料

分
の
転
嫁
を
行
っ
た
（
行
う
予

定
）
」
が 

五
一
・
一
％
、「
利
益

確
保
分
の
転
嫁
を
行
っ
た
（
行

う
予
定
）
」
が 

二
八
・.

六
％
の

順
で
あ
っ
た
。 

 

⑶
価
格
転
嫁
率 

価
格
転
嫁

率
に
つ
い
て
、 

業
種
別
で
み
る
と
、
製
造
業

で
は
、「
一
〇 

～ 
三
〇
％
未
満
」

が 

四
五
・
八
％
、
次
い
で
「
一

〇
％
未
満
」 

が 

三
二
・.

七
％
、

「
七
〇 

～ 

一
〇
〇
％
未
満
」

が 

七
・
八
％
の
順
で
あ
っ
た
。 

非
製
造
業
で
は
、「
一
〇
％
未
満
」

が 

四
六.

一
％
、
次
い
で
「
一
〇 

～ 

三
〇
％
未
満
」
が 

三
九
・

五
％
、「
三
〇 

～ 

五
〇
％
未
満
」

と
「
七
〇 

～ 

一
〇
〇
％
未
満
」

が
同
率
で 

五
・.

三
％
の
順
で

あ
っ
た
。 

■
賃
金
改
定 

 

⑴
賃
金
改
定
の
実
施
状
況 

 

令

和

五

年

一

月

一

日

か

ら

令
和
五
年
七
月
一
日
ま
で
の
賃

金
改
定
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

は
、
全
体
で
「
引
上
げ
た
」
が 

五
八
・.

八
％
で
最
も
多
く
、
次

い
で
「
今
年
は
実
施
し
な
い
（
凍

結
）
」
が 

一
五
・
三
％
、「
未
定
」

が 

一
三
・
三
％
の
順
と
な
っ
た
。 

⑵

平

均

所

定

内

賃

金

及

び

平
均
昇
給
額
・
昇
給
率 

 

平

均

所

定

内

賃

金

に

つ

い

て
改
定
後
の
平
均
昇
給
額
と
昇

給
率
を
業
種
計
で
み
る
と
、
東

京
都
の
平
均
昇
給
額
（
単
純
平

均
）
で
は
九
、
一
四
二
円
（
三.

〇
八
％
）
、
加
重
平
均
で 

九
、

二
九
七 

円
（
三
・
一
一
％
）
と

な
っ
た
。
製
造
業
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ 

八
、
一
八
六
円
（
二
・
八

八
％
）
、
八
、
四
二
五
円
（
二
・

九
四
％
）
と
な
っ
た
。 

非
製
造
業
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、

一
万
四
五
四
円
（
三
・
三
三
％
）
、

一
万
四
三
三
円
（
三
・
三
〇
％
）

と
な
っ
た
。 

過
去
五
年
間
の
平

均
昇
給
額
及
び
昇
給
率
（
単
純

平
均
）
の
推
移
に
つ
い
て
は
、

下
記
に
示
す
と
お
り
で
あ
り
、

本
年
度
も
、
上
昇
傾
向
で
あ
る

こ
と
に
変
化
は
な
い
が
、
平
均

昇
給
額
及
び
平
均
昇
給
率
と
も

に
、
昨
年
度
を
大
幅
に
上
回
る

結
果
と
な
っ
た
。 

⑶
賃
金
改
定
の
内
容 

 

賃
金
改
定
に
つ
い
て
「
引
上

げ
た
」
又
は
「
七
月
以
降
に
引

上
げ
る
予
定
」
と
回
答
し
た
事

業
所
に
、
賃
金
改
定
の
内
容
（
複 

数
回
答
）
に
つ
い
て
尋
ね
た
と

こ
ろ
、
全
体
で
は
「
定
期
昇
給
」

が 

五
四
・
七
％
で
最
も
多
く
、

次
い
で
「
基
本
給
の
引
上
げ
（
定 

期
昇
給
制
度
の
な
い
事
業
所
）
」

が 

三
一
・
六
％
、
「
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
」
が 

二
七
・
二
％
、
「
諸

手
当
の
改
定
」
が 

一
五
・
六
％
、

「
臨
時
給
与
（
夏 

季
・
年
末
賞

与
な
ど
）
の
引
上
げ
」
が
一
二
・

八
％
の
順
と
な
っ
た
。 

 

⑷

賃

金

改

定

の

決

定

の

際

に
重
視
し
た
要
素 

 

賃
金
改
定
に
つ
い
て
「
引
上

げ
た
」
又
は
「
七
月
以
降
に
引

上
げ
る
予
定
」
と
回
答
し
た
事

業

所

に

賃

金

改

定

の

決

定

の 

際
に
重
視
し
た
要
素
（
複
数
回

答
）
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

東
京
都
で
は
「
物
価
の
動
向
」

が 

五
四
・
八
％
で
最
も
多
く
、 

次
い
で
「
労
働
力
の
確
保
・
定

着
」
が 

五
三
・
三
％
、
「
企
業

の
業
績
」
が 

五
〇
・
八
％
の
順

と
な
っ
て
い
る
。 

同

調

査

の

全

文

は

東

京

都

中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。 引

用
資
料 

to
k

y
o

c
h

u
o

k
a

i.o
r.jp
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４
月
度
理
事
会
議
事
録 

 
■
日
時 

四
月
十
一
日(

木)  
 

午
後
六
時 

■
場
所 
組
合
会
議
室 

 

 

【
議
題
】 

 

 

出
席
者
・
北
島
憲
高 

本
間

敏
道 

大
澤
雅
純 

保
坂
知
彦 

平
山
愛
二
郎 

前
田
智
信 

 

欠
席
者
・
藤
井
雅
一 

清
宮

和
夫 

 
 

■
第
五
十
八
回
総
会
に
つ
い
て 

 

五
月
十
七
日
の
第
五
十
八
回

総
会
に
つ
い
て
、
総
会
の
司
会

は
前
田
理
事
、
懇
親
会
の
司
会

は
保
坂
理
事
が
担
当
す
る
こ
と

で
了
承
さ
れ
た
。
当
日
は
四
時

半
開
会
な
の
で
四
時
に
集
合
し

総
会
終
了
後
の
懇
親
会
の
受
付

も
理
事
で
担
当
す
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
。 

■
令
和
五
年
度
決
算
報
告 

 

令
和
五
年
度
の
決
算
に
つ
い

て
は
本
間
専
務
理
事
よ
り
、
今

年
度
は
雑
収
入
が
予
想
よ
り
多

か
っ
た
た
め
四
十
万
以
上
の
黒

字
に
な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

了
承
さ
れ
た
。 

■
令
和
六
年
度
事
業
計
画
と
予

算
案 

 

令
和
六
年
度
の
事
業
計
画
に

つ
い
て
は
、
前
年
の
計
画
に
新

た
な
事
業
を
盛
り
込
ん
だ
事
業

計
画
と
、
そ
れ
に
伴
う
予
算
案

が
示
さ
れ
了
承
さ
れ
た
。 

■
組
合
研
修
旅
行
に
つ
い
て 

 

九
月
八
日
、
九
日
に
開
催
す

る
組
合
研
修
旅
行
に
つ
い
て
大

澤
福
利
厚
生
委
員
長
よ
り
、
群

馬
県
の
磯
部
温
泉
に
て
「
事
業

承
継
と
相
続
に
つ
い
て
」
と
題

し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
、
翌
日

は
高
梨
子
倶
楽
部
に
て
第
一
二

一
回
ラ
ベ
ル
会
を
開
催
す
る
の

で
奮
っ
て
参
加
し
て
ほ
し
い
要

請
が
あ
っ
た
。 

■
第
六
十
六
回
年
次
大
会
神
奈

川
大
会
に
つ
い
て 

 

第
六
十
六
回
年
次
大
会
神
奈

川
大
会
が
十
月
十
一
日
に
横
浜

の
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に

て
開
催
さ
れ
る
が
、
前
回
の
蟹

沢
大
会
は
組
合
員
が
二
名
し
か

参
加
し
な
か
っ
た
の
で
、
今
回

は
横
浜
開
催
な
の
で
、
一
人
で

も
多
く
参
加
し
て
ほ
し
い
と
要

請
が
あ
り
了
承
さ
れ
た
。 

■
そ
の
他 

 

組
合
の
今
後
に
つ
い
て
の
意

見
交
換
が
行
わ
れ
、
今
の
ま
ま

で
は
組
合
は
衰
退
す
る
ば
か
り

な
の
で
、
合
併
も
含
め
て
具
体

的
に
考
え
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
点
で
は
意
見
の

一
致
を
み
た
が
、
合
併
に
関
し

て
は
組
合
員
が
少
な
く
な
っ
て

き
た
か
ら
合
併
と
い
う
後
ろ
向

き
な
合
併
は
意
味
が
な
い
と
い

う
意
見
も
あ
り
、
今
後
こ
の
問

題
に
つ
い
て
真
剣
に
検
討
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。 

終
了
午
後
七
時 

  

丸
昌
化
学
工
業 

東
京
支
店
が
移
転 

 

丸

昌

化

学

工

業

㈱

東

京

支

店
は
、
三
月
四
日
よ
り
左
記
に

移
転
し
ま
し
た
。 

 

住
所
・
〒
一
〇
一-

〇
〇
六
二 

千

代

田

区

神

田

駿

河

台

三

の

三 

互

明

館

ビ

ル

二
〇
二 

電
話
・
六
二
八
一-

七
一
〇
七 

F
A

X

・
六
二
八
一-

七
一
〇
八 

  
ア
イ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス 

岩
崎
電
気
と
合
併
へ 

  

岩
崎
電
気
は
こ
の
ほ
ど
グ
ル

ー
プ
会
社
の
ア
イ
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
ス
㈱
を
四
月
一
日
付
で
合
併

す
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。 

 

合
併
後
の
名
称
は
「
岩
崎
電

気
株
式
会
社
ア
イ
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
ス
社
」
と
な
り
、
住
所
、
電

話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
に
変
更

は
な
い
。
合
併
後
も
こ
れ
ま
で

の
事
業
は
継
続
さ
れ
る
。 

 

恒
例
の
組
合
研
修
旅
行 

 

群
馬
県
磯
部
温
泉
に
て 

 

恒
例
の
組
合
研
修
旅
行
は
、

六
月
八
日(

土)

、
九
日(

日)

に
群

馬
県
の
磯
部
温
泉
に
て
開
催
す

る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。 

 

開
催
要
項
は
次
の
通
り
。 

 

日
時
・
六
月
八
日(

土)

、
九
日

(

日)  

上
野
駅
集
合 

 

 

会
場
・
群
馬
県
磯
部
温
泉
「
雀

の
お
宿
」 

 

研
修
会
・
午
後
一
時
半 

 

テ
ー
マ
「
相
続
と
事
業
承
継

に
つ
い
て
」
こ
こ
最
近
、
組
合

員
の
廃
業
や
倒
産
が
目
立
っ
て

い
る
た
め
、
事
業
承
継
と
相
続

に
つ
い
て
勉
強
し
ま
す
。 

 

講
師
・
特
定
社
会
保
険
労
務

士
・
佐
藤
良
道
氏 

 

翌
日
の
ラ
ベ
ル
会
・「
高
梨
子

(

た
か
な
し)

倶
楽
部
」 

 

ス
タ
ー
ト
・
九
時
四
十
一
分 

か
ら
四
組
限
定 

 

会
費
・
一
名
・
三
万
円 

(

往
復
の
交
通
費
、
行
き
の
昼
食

代
込
み)  

 

ゴ
ル
フ
料
金
は
別

途
個
人
精
算(

プ
レ
イ
代
・
昼
食

付
・
諸
経
費
込
み
一
万
五
千
円

程
度 
参
加
費
・
七
千
円) 

 
 

                                 



服
部
社
長
が
メ
ッ
セ
ー
ジ 

リ
ン
テ
ッ
ク
入
社
式
で 

 

 

リ
ン
テ
ッ
ク 

(

東
京
都
板
橋

区
本
町
二
三
の
二
三 

代
表
取

締
役
社
長 

服
部 

真)

は
、
四
月

一
日
に
本
社
に
於
い
て
入
社
式

を
行
い
、
新
入
社
員
に
対
し
て

次
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈

り
ま
し
た
。 

〇

皆

さ

ん

が

社

会

人

と

し

て
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
の
二
〇
二

四 

年
は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で

経
済
が
大
転
換
を
続
け
て
い
る

中
で
も
象
徴
的
な
年
に
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。
注
目
さ
れ
る
テ

ー
マ
と
し
て
は
世
界
的
選
挙
イ

ヤ
ー
、
中
東
・
ウ
ク 

ラ
イ
ナ
情

勢
、
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
、
先
端

技
術
開
発
、
デ
ジ
タ
ル
保
護
主

義
、
サ
ー
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

 

〇

当

社

で

は

二

〇

三

〇

年 

三
月
期
を
最
終
年
度
と
す
る
長

期

ビ

ジ

ョ

ン

「

L
I
N

T
E

C
 

S
U

S
T

A
I
N

A
B

I
L

I
T

Y
 

V
I
S

I
O

N
 
2

0
3

0
 (

略
称
：L

S
V

 

2
0

3
0

)

」
の
達
成
に
向
け
、
中
期

経

営

計

画

の

二

期

目

と

な

る

「L
S

V
 2

0
3

0
 –

 S
ta

g
e

 2

」
が 

こ
の 

二
〇
二
四
年
四
月
一
日

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
「L

S
V

 

2
0

3
0

」
で
は
基
本
方
針
と
し
て
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る 

企

業
体
質
の
強
靭
化
と
持
続
的
成

長
に
向
け
た
新
製
品
・
新
事
業

の
創
出
を
通
じ
て
、
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な 
社
会
の
実
現
に
貢
献

す
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。 

 

〇

企

業

が

社

会

的

責

任

を

果
た
す
に
は
、
ど
ん
な
に
厳
し

い
事
業
環
境
に
あ
っ
て
も
利
益

を
創
出
で
き
る
強
靭
な 
経
営

基
盤
を
構
築
す
る
こ
と
。
そ
の

た
め
に
、
考
え
ら
れ
る
だ
け
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
、

や
り
残
し
の
な
い 

よ
う
に
あ

ら
ゆ
る
テ
ー
マ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
く
こ
と
。
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
）
を
積
極
的
に 

取
り
入
れ
、

柔
軟
な
発
想
を
持
ち
つ
つ
、
そ

の
ス
ピ
ー
ド
を
速
め
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を

通
じ
て
、 

社
会
的
課
題
の
解
決

や 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

達
成
に
貢
献
し

て
い
く
。 

 

〇

サ

ス

テ

ナ

ビ

リ

テ

ィ

や 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ 

と
い
っ
た

こ
と
を
重
視
し
た
企
業
経
営
が

一
層
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の 

取
り
組
み
に
積
極
的
で

は
な
い
企
業
は
全
て
の
市
場
か

ら
退
出
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

当
社
は 

一
九
二
七 

年
の
創
業 

以
来
、
そ
の
時
代
に
必
要
と
さ

れ
る
製
品
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
成
果
物
と
し
て
供
給
し

続
け
て
き
た
。
こ
れ 

か
ら
も
社

是
「
至
誠
と
創
造
」
の
も
と
社

会
的
責
任
を
果
た
す
べ
く
、
皆

さ
ん
も
共
に
取
組
ん
で
い
こ
う
。  

※

採

用

人

数

 

本

社

採

用 

三
七 

人(

本
社
入
社
式
に
出
席

予
定)

、
工
場
採
用 

二
一 

人 

計 

五
八
人
。 

 
 東

京
し
ご
と
財
団 

 

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支
援
事
業 

 

東

京

し

ご

と

財

団

で

は

、

「
中
小
企
業
人
材
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
支
援
事
業
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
同
事
業
は
中
小
企
業
等

が
従
業
員
に
対
し
て
実
施
す
る

集
合
や
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
等
に
よ

る

研

修

の

取

組

を

支

援

す

る 

こ
と
に
よ
り
、
企
業
に
お
け
る

従
業
員
の
職
業
能
力
の
開
発
及

び
向
上
を
促
進
す
る
も
の
。 

主

な

事

業

と

し

て

は

①

事

業

内

ス

キ

ル

ア

ッ

プ

助

成

金 

②
事
業
外
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
助
成

金
③
Ｄ
Ｘ
リ
ス
キ
リ
ン
グ
助
成

金
の
三
つ
が
あ
り
ま
す
。 

 

事
業
内
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
助
成

金
は
、
自
社
内
で
企
画
実
施
し 

受
講
者
が
所
定
の
時
間
に
一
斉

に
受
講
す
る
集
合
型
の
研
修
で
、

自
社
企
画
で
自
社
内
の
講
師
に

よ
り
実
施
す
る
セ
ル
フ
メ
イ
ド
、

自
社
企
画
で
外
部
講
師
を
招
い

て
実
施
す
る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

が
あ
り
ま
す
。 

対

象

申

請

者

は

都

内

の

中

小
企
業
・
個
人
事
業
主
・
団
体
、

研
修
要
件
は
有
給
で
研
修
を
実

施
し
て
い
る

O
F

F
-J

T

・
事
業

主
が
研
修
受
講
に
係
る
経
費
を

全
額
負
担
し
て
い
る
等
。 

研

修

時

間

は

一

研

修

当

た

り
三
時
間
以
上
、
一
〇
時
間
未

満
助
成
額
、
助
成
率
は
助
成
対

象
受
講
者
数×

研
修
時
間
数×

七
六
〇
円
、
交
付
決
定
金
額
・

限
度
額
は
合
計
一
五
〇
万
円
／

社
・
年
度
で
す
。 

 

ま
た
、
交
付
決
定
金
額
の
上

限
に
達
す
る
ま
で
複
数
回
の
申

請
が
可
能
／
社
・
年
度 

詳
細
は
東
京
し
ご
と
財
団
へ
。 

 
 

s
h

ig
o

to
z
a

id
a

n
.o

r.jp
 

 

                                 

https://www.shigotozaidan.or.jp/koyo-kankyo/saiyo-sodan/skillup.html


■
劇
症
型
溶
血
性
レ
ン
サ
球

菌
感
染
症 

(S
T

S
S

)

と
は 

 
サ
ッ
カ
ー
で
北
朝
鮮
が
自
国

で
の
開
催
を
拒
否
し
た
理
由
の

一
つ
が
「
劇
症
型
溶
血
性
レ
ン

サ
球
菌
感
染
症 

(S
T

S
S

)

」
の

日
本
で
の
流
行
だ
と
し
て
い
る
。 

「
人
食
い
バ
ク
テ
リ
ア
」
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
正
式 

               

名
称
は
「
劇
症
型
溶
血
性
レ
ン

サ
球
菌
感
染
症
」
で
す
。 

実
は
こ
の
「
劇
症
型
溶
血
性

レ
ン
サ
球
菌
感
染
症
」
が
近
年

に
見
な
い
ほ
ど
増
加
し
て
い
る

こ
と
が
、
国
立
感
染
症
研
究
所

か
ら
発
表
さ
れ
、
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

劇
症
型
溶
血
性
レ
ン
サ
球
菌

感
染
症
は
、
ま
れ
で
は
あ
り
ま

す
が
、
非
常
に
重
篤
な
細
菌
感

染
症
で
す
。
医
療
の
世
界
で
は

名

称

が

長

い

の

で

英

語

の

「

S
tr

e
p

to
c
o

c
c
a

l 
T

o
x

ic
 

S
h

o
c
k

 
S

y
n

d
r
o

m
e

」
の
頭
文

字
を
と
っ
て
「S

T
S

S

」
と
呼
ば

れ
た
り
し
て
い
ま
す
。 

 

■
非
常
に
高
い
死
亡
率 

 
S

T
S

S
 

は
急
速
に
低
血
圧
、

複
数
の
臓
器
が
機
能
不
全
に
陥

り
、
さ
ら
に
は
死
に
至
る
可
能

性
が
あ
る
非
常
に
厳
し
い
感
染

症
。
ア
メ
リ
カ

C
D

C

で
の
報

告
に
よ
る
と
、
積
極
的
な
治
療

に
も
関
わ
ら
ず
、
劇
症
型
溶
血

性
レ
ン
サ
球
菌
感
染
症
の
死
亡

率
は
三
〇
％
～
七
〇
％
と
非
常

に
高
い
致
死
率
。
九
五
五
七
人

を
調
査
し
た
ア
メ
リ
カ
の
調
査

で
も

S
T

S
S

で
の
致
死
率
は
三

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

三

〇

代

以

降

で

発

症

し

や

す
く
、
子
供
よ
り
も
大
人
の
方

が
高
い
致
死
率
と
な
っ
て
い
ま

す
ね
。
ま
さ
に
「
人
食
い
バ
ク

テ
リ
ア
」
の
名
を
冠
す
る
だ
け

あ
っ
て
、
非
常
に
重
い
感
染
症

で
す
。 

 

原
因
菌
は
咽
頭
炎
や
と
び
ひ

な
ど
で
有
名
な
「
Ａ
群
溶
血
性

レ
ン
サ
球
菌
」
と
よ
ば
れ
る
も

の
で
す
。
そ
れ
が
、
損
傷
し
た

バ
リ
ア
（
皮
膚
損
傷
な
ど
）
ま

た
は
粘
膜
を
通
っ
て
細
菌
が
侵

入
し
、
さ
ら
に
深
部
組
織
・
血

流
を
通
っ
て
全
身
に
ま
で
広
が

る
こ
と
で

S
T

S
S

に
発
展
し
ま

す
。 

 
 

 

■
日
本
で
も
感
染
が
急
増
中 

 

劇
症
型
溶
血
性
レ
ン
サ
球
菌

感
染
症
は
、
現
在
日
本
で
も
増

加
し
て
い
ま
す
。 

国

立

感

染

症

研

究

所

の

発

表
に
よ
る
と
、
感
染
症
発
生
動

向
調
査
に
届
け
ら
れ
た
「
Ａ
群

溶
血
性
レ
ン
サ
球
菌
」
に
よ
る

劇
症
型
溶
血
性
レ
ン
サ
球
菌
感

染
症
（S

T
S

S

）
は
二
〇
二
三
年

に
三
四
〇
例
、
届
出
時
死
亡
例

は
九
七
例
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

い
ず
れ
も
こ
れ
は
、
過
去
六

年
間
の
う
ち
第
二
位
の
数
値
に

な
っ
て
お
り
、
二
〇
二
一
年
か

ら
徐
々
に
感
染
者
数
が
増
え
て

お
り
、
今
後
も
増
加
す
る
可
能

性
は
大
で
す
。 

北

朝

鮮

が

こ

れ

を

理

由

に

サ
ッ
カ
ー
の
自
国
開
催
を
拒
否

し
た
こ
と
も
コ
ロ
ナ
の
際
に
も

鎖
国
状
態
に
し
て
乗
り
切
っ
た

こ
と
な
ど
、
同
国
の
医
療
状
況

か
ら
推
察
す
る
と
あ
な
が
ち
分

か
ら
な
い
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

 

ま

た

、

最

近

の

日

本

の

S
T

S
S

の
動
向
と
し
て
も
う
一

つ
面
白
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

劇
症
型
溶
血
性
レ
ン
サ
球
菌
感

染
症
の
患
者
の
う
ち
、
二
〇
～

四
九
歳
の
割
合
が
増
え
て
い
る

こ
と
で
す
。 

■
特
徴
的
な
症
状
は 

特

徴

的

で

一

番

多

い

症

状

は
「
痛
み
」
で
す
。
多
く
は
四

肢
に
お
こ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

二
十
四
時
間
～
四
十
八
時
間
た

た
な
い
う
ち
に
血
圧
が
起
こ
り
、

急
速
に
肺
や
腎
臓
、
肝
臓
を
中

心
と
し
た
多
数
の
臓
器
が
機
能

不
全
に
陥
り
ま
す
。 

ま
た
、
皮
膚
が
侵
入
経
路
に

な
っ
た
場
合
は
、
非
常
に
特
徴

的
な
軟
部
組
織
感
染
症
が
で
て

き
ま
す
。
皮
膚
や
皮
下
脂
肪
は

黒
ず
み
壊
死
が
進
行
し
、
緊
急

で
処
置
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
態
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。（
こ
の
時
点
で
集
中
治
療
室

で
の
治
療
は
必
須
で
す
） 

 

主
な
感
染
経
路
は
「
飛
沫
感
染
」

と
「
接
触
感
染
」
で
す
。
そ
の

た
め
普
段
の
感
染
対
策
は
十
分

効
果
が
あ
り
ま
す
。
月
な
み
で

す
が
、
手
を
き
ち
ん
と
洗
う
、

マ
ス
ク
を
き
ち
ん
と
す
る 

等
は
有
効
で
す
。 

【
参
考
資
料
】 

s
o

u
jin

k
a

i.o
r.jp

 

 

                                 

No206 健康がいちばん !    

死亡率が高い劇症型溶血性 

レンサ球菌感染症(STSS)とは 

 

https://soujinkai.or.jp/himawariNaiHifu/stss/


 

㈱
タ
カ
ノ
機
械
製
作
所
（
東

京
都
文
京
区
白
山
、
関
目
茂
哉 

社
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
感
光
性

樹
脂
凸
版
製
版
機
「
タ
カ
ノ
プ

ロ
セ
ッ
サ
ー
」
の
新
モ
デ
ル
を

発
表
。
独
自
設
計
の
特
注
Ｌ
Ｅ

Ｄ
管
を
採
用
し
た
大
型
モ
デ
ル 

       

「
同
Ｄ
Ｘ

︱
２
１
２
０
ｎ
ｅ

ｏ
」
が
新
た
に
加
わ
っ
た
。 

主
露
光
、
洗
い
出
し
、
乾
燥
、

後
露
光
を
１
台
で
行
う
同
機
は
、

露
光
工
程
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ-

Ｕ
Ｖ
を

採
用
。 

開
発
の
狙
い
は
「
『
２
１
２

０
』
の
機
種
名
が
示
す
よ
う
に
、

グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
で
は
最
小
サ

イ
ズ
の
位
置
づ
け
と
な
る
エ
ス

コ

製

Ｃ

Ｔ

Ｐ

イ

メ

ー

ジ

ャ

ー

『
Ｃ
Ｄ
Ｉ 

Ｓ
ｐ
ａ
ｒ
ｋ
２
１

２
０
』
を
意
識
し
た
も
の
。
同

機
で
焼
け
る
プ
レ
ー
ト
は
最
大 

５
０
８×

５
３
３
㍉
で
、
新

モ
デ
ル
の
処
理
可
能
サ
イ
ズ
は

５
１
０×

６
０
０
㍉
。
準
拠
し

た
モ
デ
ル
だ
。
同
社
製
版
機
で

最
大
の
サ
イ
ズ
と
な
る
。
」 

最
大
露
光
可
能
領
域
が
拡
大
し

た
こ
と
で
、
「
同
Ａ
２
ｎ
ｅ
ｏ
」

で
採
用
し
た
カ
ス
タ
ム
Ｌ
Ｅ
Ｄ 

モ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
カ
バ
ー
で
き

な
い
形
に
。
こ
の
た
め
中
央
部

か
ら
端
部
ま
で
均
一
に
照
射
し
、

か
つ
調
光
時
も
安
定
し
た
照
度

を
実
現
す
る
新
た
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
光

源
と
し
て
、
蛍
光
灯
の
よ
う
な 

管
タ
イ
プ
を
開
発
。
５
１
０×

６
０
０
㍉
に
合
う
サ
イ

ズ
を

主
露
光
部
へ
２
１
本
採

用
し

た
Ｄ
Ｘ

︱
２
１
２

０
ｎ

ｅ
ｏ

は
、
デ
ジ
タ
ル
制
御
で
１
０
～

１
０
０
％
の
調
光
が
設

定
で

き
る
。 

調

光

量

を

は

じ

め

と

す

る

主
露
光
・
洗
い
出
し
・
乾
燥
・

後
露
光
の
各
時
間
の
設

定
は

５
パ
タ
ー
ン
ま
で
登
録
可
能
。

複
数
の
版
を
使
い
分
け

る
場

面
で
も
事
前
に
登
録
し
た
パ
ラ

メ
ー
タ
ー
を
即
時
呼
び
出
せ
、

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
の
心

配
も
な
い
。 

タ
カ
ノ
機
械
製
作
所
の

担
当
者
は
、
新
モ
デ
ル
開

発
の
背
景
や
経
緯
を
こ
う
説
明

す
る
。 

「

開

発

の

理

由

の

１

つ

目

は
、
エ
ス
コ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス

の
Ｃ
Ｔ
Ｐ
イ
メ
ー
ジ
ャ
ー
『
同

Ａ
３
』
が
国
内
に
一
定
量
普
及

し
た
た
め
。
Ａ
３
ユ
ー
ザ
ー
が

近
年
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

を
目
的
に
２
１
２
０
を
導
入
す

る
事
例
が
少
な
く
な
い
。
同
機

で
焼
け
る
プ
レ
ー
ト
サ
イ
ズ
に

適
合
し
た
ナ
ロ
ー
ウ
ェ
ブ
向
け

の
製
版
機
が
な
く
、
４
色
分
を

一
度
で
焼
け
ず
２
色
ず
つ
分
け

て
処
理
し
て
い
た
。
製
版
工
程

で
印
刷
会
社
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
を
阻
害
し
な
い
こ
と
を
狙
っ

た
」
。 

「

２

つ

目

は

フ

レ

キ

ソ

印

刷
へ
の
対
応
。
近
年
、
ラ
ベ
ル

印
刷
機
メ
ー
カ
ー
各
社
か
ら
フ

レ
キ
ソ
機
が
現
れ
は
じ
め
て
い

る
。
新
モ
デ
ル
は
フ
レ
キ
ソ
版

に
も
対
応
し
て
お
り
、
主
露
光
・

洗
い
出
し
・
乾
燥
・
後
露
光
に

加
え
表
面
の
粘
着
性
を
除
去
す

る
『
デ
タ
ッ
ク
』
を
想
定
し
て

５
つ
目
の
タ
イ
マ
ー
を
実
装
済

み
。
生
産
性
向
上
に
フ
レ
キ
ソ

印
刷
へ
の
挑
戦
と
、
各
位
が
ア

ッ
プ
デ
ー
ト
を
図
り
心
配
な
く

前
に
進
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の

一
助
に
な
れ
ば
と
位
置
づ
け
て

い
る
」
。 

「

ラ

ベ

ル

新

聞

２

０

２

４

年
４
月
１
日
号
・
掲
載
」 

問
い
合
わ
せ
は
同
社
（
☎
０

３
・
５
８
０
１
・
０
７
２
５
）
。 

    

 

 
 

第
二
一
二
回

「
タ
カ
ノ
機
械
製
作
所
」 

タカノプロセッサーの新モデル 

「ＤＸ-２１２０ｎｅｏ」を発売 

製版のステップアップとフレキソ対応  

 
 

 


